
事務局からのお知らせ 

『学会賞，優秀教員賞の選考方法に関する規定』が改定されました！ 

 

 昨年度の第 28 回研究大会（鳴門教育大学）総会において，学会賞の審査を「毎年行う」

ことと，対象を「原著論文」から「論文」にすること，そしてそれに伴って規程を改訂する

ことが了承されました。それを受けまして，機関誌編集委員会により規程の原案が作成され，

2026年度第 3回理事会において原案が承認されましたのでお知らせいたします。 

 以下が，改訂された「学会賞，優秀教員賞の選考方法に関する規程」です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『学会賞、優秀教員賞の選考方法に関する規程』 

 

１ 学会賞の選考方法 

1) 学会賞の選考は毎年度おこなう。 

2) 前年度の本学会機関誌に掲載された論文を審査対象とする。 

3) 機関誌編集委員会において、審査方法の詳細は定める。編集委員会が選考した最優秀論

文（原則１編）を、推薦理由を付けて学会賞原案として理事会に提出する。 

4) 理事会において編集委員会からの原案を審議し、学会賞を決定する。 

5) 総会において表彰を行い、受賞者に賞状ならびに副賞（３万円）を授与する。 

 

２ 優秀教員賞の選考方法 

1) 優秀教員賞の選考は毎年おこなう。 

2) 本学会研究大会で通算３回以上の実践研究発表をおこなうとともに、本学会機関誌に論

文等が掲載された会員を選考対象とする。 

3) 「日本教育実践学会認証 教育実践優秀教員」に申請する会員は、申請書ならびに自己

推薦理由（所定の様式による）を学会事務局に送付する。 

4) 理事会において自己推薦理由をもとに審議し、優秀教員賞を決定する。 

5) 総会において表彰をおこない、受賞者に賞状ならびに副賞（１万円）を授与する。 

 

（附則） 

１ 本規程は、2025年 11月 22日に改訂し、2026年 4月 1日より施行される。 

２ 本規程の変更は、総会の決議による。 

 

〔備考〕 

本規程は、2013年 11月 2日に制定された。 

本規程は、2014年 11月 1日に改訂された。 


